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9. 研究実績の概要

　本年度は、通所型介護予防施設において高齢者を対象とし、運動トレーニングとアスタキサンチン摂取の併用が骨格筋量、筋機能な
どの身体機能、酸化ストレスに及ぼす影響について検討した。対象は、主治医から本プログラムに参加することにつき了承が得られ、
栄養不足状態ではない中高年女性６名（５５～８３歳：平均７１歳）とした。対象者に週１回介護予防プログラム（１回２時間：有酸
素運動＋マシン利用の筋力トレーニング）に参加いただき、それに加えてアスタキサンチンを１日１２mg、サプリメントで服用してい
ただいた。３ヶ月間の運動プログラムの実施前後で、体力測定、体組成測定を行い、また早朝一番尿の採取を依頼した。提出された尿
は、-80℃で凍結保存し、後日各種酸化ストレスマーカーの測定に供した。
　３ヶ月間の運動プログラム＋アスタキサンチン摂取の結果、体重、体脂肪量、骨格筋量などの体組成には有意な変化は認められなか
った。しかし、握力（筋力）、Timed Up and Goテスト（複合的動作能力）など筋機能、身体機能に改善が認められた。尿中酸化スト
レスマーカーについて検討したところ、8-OHdG、ヘキサノイルリジンには変化が見られなかったものの、バイオピリンの有意な減少が
認められ、運動プログラム＋アスタキサンチン摂取が酸化ストレス抑制効果をもたらしたことが示唆された。
　以上、研究期間全体を通じて実施した研究の成果をまとめると、まず廃用性筋萎縮モデルラットを用いた動物実験により、アスタキ
サンチン摂取の筋萎縮抑制効果を確認したが、遺伝子発現の解析でその機序を明らかにするには至らなかった。ヒトを対象とした研究
では、高齢者を対象として運動トレーニングとアスタキサンチン摂取併用の効果を検討した。短期間のため骨格筋量の増加や低下予防
効果は明らかにできなかったが、筋機能、身体機能の改善効果が認められ、その有用性が示唆された。
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